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はじめに
アカハライモリ Cynops pyrrhogaster は両生類サン

ショウウオ目イモリ科に属する日本固有種で，人里の動

物として水田や小川などで身近な存在であったが，開発

や水田の圃場整備などにより局所的な絶滅が進んでお

り，環境省（2006）により準絶滅危惧種に指定されて
いる。神奈川県でも昔は各種の水域に普通に生息してい

たと考えられるが，水辺環境の変化により急速にその生

息地が失われ，絶滅危惧Ⅰ類に指定されている（新井，

2006）。県内の生息地は局地的で，箱根や丹沢山麓の一
部の地域を除いて個体数も少ない（浜口，1996）とさ
れるが，地域レベルでの具体的な生息数に関する情報は

ほとんどない。

本種は成体の赤い腹が特徴的で，その上に形成される

黒斑紋は，地域や個体内で変異が見られる (松橋・奥山，
2002)。この腹部斑紋の個体差異を利用しての再捕獲法は，
個体数の推定や行動範囲，寿命などの野外調査に利用で

きる（林，2004）。今回，神奈川県秦野市のある谷戸域
を対象地とし，1シーズン内の繁殖期間のみであるが，
再捕獲法による生息環境ならびに生息数の調査を行った。

調査方法
調査地は神奈川県秦野市丹沢山麓の丘陵地に形成さ

れた水田を主な土地利用とする谷戸で，標高 130m～
160mに位置する。今回の調査対象は，水路，水田そし
て水溜りの３区分の水環境からなるおよそ 2haの水域
である。水路については，湧水が集まり水田の脇を流れ

る礫質の細流と棚田の段間を流れる泥質の細流に区分し

た。水溜りは， 1年を通して水が 10～ 20cmの深さを伴
い溜まっている場所とし，雨などによって一時的にでき

たものは対象外とした。耕作田および休耕田内ともに認

められた耕作域内での水溜りは，水田内への引水作業に
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伴い水田として取り込まれたが，林縁部では田植え後で

あっても水溜り内での苗の植え付けはなく，水田と連結

した状態で水溜りを保持した場合もあった。

調査日は 2006年 4月 18日，5月 1日，5月 28日，6
月 28日，7月 22日の計 5日で，毎回 6時間以上かけ
て，目視による見つけ取り法と水草や泥の中に網を入れ

て捕獲するスイーピング法を併用して成体を捕獲した。

捕獲した全個体について性を確認した後にデジタルカメ

ラで腹部の写真を撮り，捕獲した地点を地図上に記して

から直ちにその場所へ放逐した。腹部斑紋から個体識別

し Jolly-Seber法（Jolly，1965； Seber，1965）による
総個体数の推定を行った。またイモリの生息が確認され

た水域について，簡易式ペーハーメーター（HORIBA 
B-211）により pHを記録した。

結果及び考察
全 5回の各調査日ごとの捕獲数を図 1に示す。全捕獲

数は 471頭 (雄 288頭，雌 183頭 )で，そのうち 5月
の捕獲数が両日とも 150頭を超え，後半の調査日で少な
かった。性比について，4月 18日と 5月 1日は雄の占
める割合が 70％を超えたが，それ以降の 3回では著しい
差異は認められなかった。腹部斑紋から計 430頭（雄３：
雌 2）が個体識別された。
これらの再捕獲回数は 41回（41/471=8.7％：雄 31頭，

雌 10頭）で，Jolly-Seber法による個体数の推定値は 5
月 1日が 311.1頭，5月 28日が 549.2頭，6月 28日が
54.0頭となった。県内でのイモリの生息数に関する報告
がないため，今回の確認個体数の多少を評価することは

難しいが，林 (2004)による栃木県那須山地の湿原での
431個体，草野ほか（1992），中川・草野 （2007）によ
る首都大学東京キャンパス内のイモリ池（直径 10ｍの
円形）及びその周辺の林床での 200～ 300個体などの確
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認状況から，丹沢の麓に位置する今回の調査地は，県内

でも生息数の多い地域（新井，2006）であることは確か
であろう。

次に，水域環境ごとの捕獲数を表 1に示した。水溜り
での 313個体 (66.5%)がもっとも多く，泥質の水路で 95
個体 (20.2％ )，水田で 60個体 (12.7%)と続いた。礫質
の水路では，調査期間中 3個体 (0.6%)しか確認できな
かった。なお，イモリが確認できた場所の pHの平均（範
囲）は 7.59（6.8－ 8.2）であった。これらの場所におけ
る捕獲数は時期的な変化を示し，調査前半期では水溜り

や水田での捕獲が多く，5月 28日以降は泥質の水路で捕
獲されるようになり，捕獲数の総計も 6，7月は大きく
減少した。

今回の調査域の中でも，谷戸の山林脇にあった水溜り

は多数の個体が確認されたが，これらは水田に引水する

以前から一定量の水量を有した止水域として存在し，繁

殖期である 4月～ 7月に水草や落ち葉に産卵する（松橋・
奥山 2002；糟谷，1988）本種にとって繁殖のための水
域として利用されていたものと考えられる。また，本種

の餌資源としては，ユスリカやミジンコなどの水生生物

に加え，多足類や昆虫類などの陸生の節足動物が報告さ

れているが (伊原，2005；中川・草野，2007)，水溜り
には近くの山林に生息する土壌動物や水面上の落葉樹か

らの落下昆虫などの餌資源の供給もあるであろう。

そして，調査後半期は水路での捕獲個体の集中と捕獲

数の全体的な減少が認められた。これは産卵後水田内に

成体が移動分散することで調査員の発見率が低下したこ

とも一因としてあるかもしれない。しかし，成体となっ

た個体は，水中生活への依存を高める一方で，陸上で生

活する個体も存在することから（戸田・草野，1999），
一部は周囲の山林に移動している可能性もある。

また今回水域間の移動を調べたところ，再捕獲された

41個体のうち，異なる場所への移動が確認されたのは雄
7個体と雌 1個体の計 8個体（8/41=19.5%）で，平均移
動距離は 17.23mであった。その内訳は水田間の移動が
2個体，水路間の移動が 3個体，水溜り間の移動が 2個
体で，これら以外の多くの個体は同じ水域にて再捕獲さ

れた。林 (2004)によると栃木県の湿原に生息する集団
の移動距離は雌で大きい傾向にあることが報告されてい

る。今回の調査では雄の発見数が多いこと，1シーズン
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表１.各水環境におけるアカハライモリ成体の捕獲数

図１.各調査日におけるアカハライモリ成体の捕獲数と推定個体数（Jolly-Seber法による）

括弧内の数値は全捕獲数に対する割合を示す．
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だけの調査であり観察数が少ないことなどが，短い移動

距離をもたらした理由かもしれない。

おわりに
本種の行動圏や生息場所を検討するためには，特に非

繁殖期における生態に関する研究が少ないことから，水

環境から離れた場所も含め年間を通した調査が必要であ

ろう。その一方で，近年秦野市内ではアライグマが確認

されており（田畑ほか，2006； 藤吉ほか，2007），丹沢
山麓に点在するアカハライモリの多産地域への分布拡大

と捕食の影響が懸念される。
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